
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
現
存
す
る
版
本
は
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
、
誤
字
・
字
句
の
変
動
が
一
様
に
多
い
。
江
戸
時
代
に
は
幾
種
か

の
校
勘
さ
れ
た
刊
本
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。

『
金
置
要
略
』
は
今
後
よ
り
多
く
の
正
確
な
資
料
に
よ
る
校
勘
が
必

要
な
古
典
で
あ
ろ
う
。

（
北
里
研
究
所
付
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
室
）

一
、
研
究
目
的

中
国
伝
統
医
学
の
一
領
域
で
あ
る
鍼
灸
の
部
門
は
現
在
漸
く
生
理

学
の
方
法
が
適
用
さ
れ
数
為
の
実
験
成
績
が
集
積
し
つ
つ
あ
る
段
階

に
至
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
総
説
し
、
体
系
づ
け
る
作
業
に
は
ま

だ
し
ば
ら
く
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
新
し
い
立
場
に
視
点
を
す

え
た
思
考
方
法
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。

鍼
灸
の
治
効
機
序
に
お
け
る
未
知
の
分
野
に
対
し
て
は
、
充
分
計

画
さ
れ
た
着
実
な
実
験
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
類
と
同
時
に
、
過
去
の

長
い
経
験
の
積
象
重
ね
で
あ
る
古
典
の
正
確
な
読
解
と
歴
史
的
変
遷

過
程
で
の
そ
の
位
置
づ
け
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
、
専
門
的
訓
練
で
養
成
さ
れ
た
人
倉
の
責
任
に

委
ね
る
こ
と
が
当
然
で
は
あ
る
が
、
中
国
伝
統
医
学
の
実
践
に
携
わ

る
人
点
は
、
医
療
の
社
会
的
責
任
を
分
担
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い

中
国
伝
統
医
学
修
得
学
生
の

漢
語
素
養
に
つ
い
て
（
最
終
報
）小

杉

、

順
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て
、
基
礎
的
な
知
識
の
理
解
は
共
有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

ら
れ
る
。

戦
後
生
ま
れ
の
世
代
に
と
っ
て
は
中
国
文
化
の
世
界
は
、
は
る
か

に
遠
い
存
在
に
思
え
る
。
江
戸
期
の
医
学
者
が
漢
字
を
自
在
に
操

り
、
自
己
の
思
想
を
展
開
し
た
こ
と
を
同
国
の
先
人
の
業
と
は
考
え

に
く
い
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
で
は
過
去
の
自
国
の
医
師
の
著
述
さ
え
も
正
し

く
理
解
で
き
る
か
、
そ
れ
ら
貴
重
な
情
報
を
有
効
に
活
用
で
き
る
か

は
、
は
な
は
だ
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
、
過
去
と
現
在

の
思
考
方
法
の
異
同
を
明
確
に
把
握
せ
ね
ば
、
古
典
に
埋
も
れ
て
い

る
未
来
に
利
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
旧
く
て
新
し
い
視
座
を
定
め
る
こ

と
も
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
思
想
は
言
葉
に
よ
り
展
開
さ
れ
る
こ
と
よ

り
、
現
在
、
中
国
伝
統
医
学
を
修
得
し
て
い
る
学
生
が
ど
の
程
度
の

漢
語
素
養
を
有
し
て
い
る
か
を
調
査
し
て
未
来
を
占
う
こ
と
と
し

た
。

二
、
研
究
方
法

こ
の
調
査
は
過
去
二
回
、
作
製
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
よ
り
、

一
昨
年
第
一
学
年
を
対
象
と
し
、
昨
年
第
三
学
年
を
対
象
と
し
行
わ

れ
た
。

同
一
学
年
内
で
の
分
析
、
第
一
学
年
と
第
三
学
年
と
の
比
較
が
行

わ
れ
、
結
果
と
し
て
、

１
素
養
と
し
て
の
読
解
、
訓
読
、
造
字
、
思
想
、
歴
史
、
文
学

等
の
平
易
な
知
識
は
、
か
な
り
の
程
度
有
し
て
お
り
、
四
○
歳
以
上

が
四
○
歳
以
下
に
比
較
し
て
優
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
学
年
が
第

一
学
年
に
比
し
て
知
識
を
多
く
持
っ
て
い
た
。

２
教
育
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
範
囲
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
よ
く

理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
単
な
る
記
憶
に
止
ま
っ
て
お
り
、
消
極
的
な

適
応
が
な
さ
れ
た
例
も
見
受
け
ら
れ
、
理
解
す
る
と
い
う
態
度
の
酒

養
が
望
ま
れ
る
。

３
さ
ら
に
知
識
の
質
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
呉
音
、
漢
音
と

い
う
こ
と
は
第
三
学
年
の
方
が
よ
く
知
っ
て
い
た
が
、
具
体
的
な
文

字
に
つ
い
て
は
両
学
年
に
差
が
な
い
。
あ
る
い
は
象
形
・
指
事
等
の

造
字
法
に
つ
い
て
も
な
ん
ら
差
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

４
儒
教
に
つ
い
て
は
、
第
三
学
年
が
よ
く
回
答
し
て
い
た
が
、

こ
れ
も
表
面
的
知
識
に
終
始
し
、
内
容
が
伴
わ
な
か
っ
た
。

５
「
気
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
理
解
が
あ
り
、
ア
ル
・
ナ
イ
と

い
う
存
在
論
的
理
解
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
精
神
力
等
と
言
い
換
え
る
解

釈
的
理
解
、
自
分
で
知
ろ
う
と
す
る
体
験
的
理
解
な
ど
が
み
ら
れ
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連
に
お
い
て
。

た
。
し
か
し
、
両
学
年
を
通
じ
て
、
中
国
伝
統
思
想
で
あ
る
理
気
二

元
論
、
さ
ら
に
そ
れ
の
発
展
し
た
気
一
元
論
に
言
及
す
る
学
生
が
一

人
と
し
て
見
当
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
な
ど
で
あ
っ
た
。

今
回
、
第
一
回
調
査
時
に
第
一
学
年
で
あ
っ
た
学
生
が
第
三
学
年

と
な
っ
た
に
当
り
、
同
一
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
施
行
し
、
専
門
的

な
教
育
課
程
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
変
化
を
被
っ
た
か
を
知
る
こ
と

と
し
た
。

調
査
方
法
は
、
第
三
学
年
を
対
象
と
し
、
全
数
、
自
記
式
と
し
て

１
年
齢
、
２
性
別
、
３
最
終
学
歴
、
４
有
す
る
知
識
の
程

度
の
自
己
評
価
、
５
中
国
文
化
に
対
す
る
興
味
の
有
無
、
を
設
け

お
い
て
。

た
0

３
思
想
に
対
す
る
理
解
。

４
歴
史
に
対
す
る
理
解
。

５
文
学
に
対
す
る
理
解
。

調
査
項
目
と
し
て

２
漢
文
に
対
す
る
理
解
。
特
に
訓
読
法
と
現
代
語
と
の
関
連
に

１
漢
字
に
対
す
る
理
解
。
特
に
経
穴
名
と
常
用
漢
字
表
と
の
関

６
儒
教
に
対
す
る
反
応
。
気
に
対
す
る
理
解
に
つ
い
て
、
を
設

け
た
。

結
果
、
お
よ
び
考
察
に
つ
い
て
は
、
な
る
暑
へ
く
正
確
な
資
料
の
入

手
が
望
ま
れ
た
た
め
、
一
応
の
教
育
課
程
が
終
了
す
る
の
を
待
っ
て

二
月
下
旬
に
調
査
を
行
っ
た
の
で
、
現
在
分
析
中
で
あ
る
。
今
回

は
最
終
報
で
あ
り
全
体
と
し
て
の
総
括
も
行
っ
て
承
た
い
と
考
え

る
。

（
東
京
鍼
灸
柔
整
専
門
学
校
筑
波
大
学
理
療
科
教
員
養
成
施
設
）
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